
Flamingo
ワイングラスの脚をフラミンゴの脚に見立てました。ワイング
ラスを構成するボウル(本体)、ステム(脚)、プレート(台)のそれ
ぞれにストーリーがあります。ボウルの中にはフラミンゴの上
半身のオブジェクトが入っています。ステムはフラミンゴの脚
の関節をイメージ。プレートは水面に入った脚をイメージし波
立っています。飲み物を注ぐと中のフラミンゴが膨張して見え、
ロゼを注げば更にフラミンゴの姿が浮かび上がります。製作
中に思い付きでステムにピンクのラインを入れてもらい、より
フラミンゴの脚を強調したものも製作していただきました。 
 

Slope Glass
グラスの内側の底だけが斜めになっているグラス。ストローを
使って飲む時、中身が少なくなるとグラスを斜めに倒して飲
むことが多いと思います。Slope Glassはそんなこともなく
最後の一滴までおいしく飲むことができます。 

MicroWorks 海山 俊亮 
Shunsuke UMIYAMA

1981年東京都生まれ。在学
時からオリジナルデザインの
企画・製作を行い、卒業と同時
に2003年MicroWorks設立。
プロダクトデザインを中心に
家具や空間、アクセサリーな
ど素材やジャンルを超え幅広
くデザインを手掛ける。様々な
プロジェクトで作品を発表す
る一方、自身のレーベルを立
ち上げオリジナルプロダクト
の企画・販売も行う。 

ガラスの水琴窟　碧の水琴―アオノミズゴト 

ガラス製の水琴窟。水を張ったガラスの甕の中に水滴を落と
すと「キンッ」という反響音を発します。本来、陶器製の甕を地
中に埋めて作る音の装置ですが、ガラスの透明感、硬さを生
かし、卓上サイズの「見せる水琴窟」に挑戦しました。この水琴
音を「深海から垂れる雫の音」とイメージし、越碧（コシノアオ）
色ガラスで表現。水琴音が鳴る瞬間、水滴のはじける姿が見ら
れるのもガラスならでは。神秘的な癒しの音に耳を傾けてみ
てください。 
 
◇水琴窟＝日本庭園の装飾の一つで、水滴により「琴」のよう 
　　　　　な音を発する仕掛け。 
 

海内 英和 
Hidekazu KAINAI

富山県生まれ。1992年東海
大学教養学部芸術学科デザイ
ン学課程卒業。積水化学工業
㈱を経て、2000年より富山
県の㈱ナガエ勤務。オリジナ
ル商品の企画・デザイン、知的
財産権管理を中心に担当。 
 

Adornare
Adornareは花とネックレスを飾ることができるオブジェ。グ
ラマラスなフォルムは単体ではオブジェとして機能し、ネック
レスや花を生けるとそれらを引き立てるよう演出します。グラ
マラスな人体の抽象的フォルムは、デザイナーと吹きガラス
職人のイメージの共有から生まれました。季節の花を加える
など汎用性のある什器として宝石店等での使用を想定して
います。 

PORE 根本 崇史 
Takafumi NEMOTO

POREは高校時代を過ごした
Singa"pore"からのニックネ
ーム。2001年日本大学芸術
学部在学中に"PORE OVER 
IT! (よく考える)"をキーワード
に活動を始める。04年大学を
卒業し電機メーカーのデザイ
ン部に所属する。09年PORE
として本格的に活動をスタート。
グッドデザイン賞など受賞多数。 
 

BIN  ビン・ウォーターボトル 

夜中目が覚めて、冷えたグラスでおいしい水が飲みたいと思
うことが何度もあった。 
ただグラスが冷蔵庫に入っていればいいわけじゃない。 
ただボトルにグラスが組み合わさっていればいいわけじゃない。 
水を入れるべきかたち、冷やすべきかたちをずっと探していた。 
見つけたのは冷蔵庫をあけるといつも入っているものだった。 
キンキンに冷えた、誰もが思う冷えたかたち。 
冷蔵庫に収まった姿は、あたりまえすぎて、一瞬何が新しいの
かわからない。 
グラスの存在さえも消えてしまった。 
ビンを切ったかたちのグラスはシャンパングラスのようで、リ
ッチな感じがおかしくて、うれしくなった。 

渡辺 雅志 
Masashi WATANABE

1973年新潟県生まれ。96
年東北芸術工科大学生産デ
ザイン学科卒業。98年同大学
大学院芸術工学研究科デザイ
ン工学専攻修士課程修了。㈲
オークヴィレッジ、東北芸術工
科大学生産デザイン学科助手
を経て、2004年高岡短期大
学講師。05年10月より富山
大学芸術文化学部講師。08
年MUJI AWARD 03銅賞
など。 

Gravity（ドレッシングポット） 
Twisty（コーヒーマドラー） 
Grass（花立） 

金属とガラスのコラボレーションプロダクト。 
又は、錫の曲がる＆水を浄化するという2つの機能性を生か
したプロダクトをテーマに制作しました。 
 阿部 和美 

Kazumi ABE

ニューヨーク/パーソンズ大学
を卒業後、現地で家具デザイ
ナーとして従事。帰国後は
KAZUMI abe DESIGNとし
て日本各地のメーカーと家具
や雑貨のデザインに携わる。
機能性に遊び心のエッセンス
をふりかけた、ホスピタリティ
のあるモノづくりを心掛ける。 
 

SWING
デスクの上でゆらゆら揺れるペンスタンドです。 

 

小林 幹也 
Mikiya KOBAYASHI

2005年武蔵野美術大学工芸
工業デザイン学科インテリアデ
ザインコース卒業。05〜06年
インテリアデザイン会社勤務後、
06年MIKIYA KOBAYASHI 
DESIGN設立。家具やプロダ
クトからスペースデザインまで
幅広く活動。08年国際家具デ
ザインコンペティション旭川入選、
08年富山プロダクトデザイン
コンペティショングランプリ受賞。 
 

にょろにょろ 

錫製の花入れ・フック・小物入れです。錫の特性を生かして、
にょろっと丸めてテーブルの上に置いたり、壁にかけたりして
使うことができます。 

橋本 潤 
Jun HASHIMOTO 

1971年東京生まれ。96年千
葉大学大学院修士課程修了後、
スタジオ80にて内田繁に師事。
2007年フーニオデザイン設立。
08年ミラノサローネサテリテ・
デザインレポートアワード優秀
賞受賞。プロダクト・家具から住
宅・オフィス・商業施設まで、空
間に関わるデザインを中心に
活動。人とその周りを取り巻く
環境の関係を見つめ考察し、可
能性を広げるデザインを目指す。 
 

METAL ROPE
錫でできたロープ。好きな形に曲げて、コースター、マドラー、
ペーパーウェイト等に使えます。今回は通常のデザインワーク
のように機能性やフォルムの美しさを追求するのではなく、
素材や加工技術の面白さをストレートに活かしたいと考えま
した。簡単に手で曲げられる錫と細部まで表現できる鋳造技法。
曲がる象徴としてロープをモチーフに、ロープの目まで忠実
に再現しました。実際に鋳込んだらロープの端のほぐれまで、
鋳込みの面白さがより表現出来ました。 
 

山田 佳一朗 
Kaichiro YAMADA

1997年武蔵野美術大学卒業
後、同大学研究室助手を経て、
2004年KAICHIDESIGNを
設立。グッドデザイン賞等受賞。
日頃感じている‘不快’な思い
を‘快適’に変えるインテリア
プロダクトを中心にデザイン活
動を展開している。04〜06
年ミラノサローネサテリテ出展。
04年デザイナーズカタログ
10。07年A Dream Come 
True等出展多数。 
 

●液中のものが空気中の実物より大きく見える原理を活かした点が新しい。 ●視覚と聴覚を刺激する新発想。下から照明を当てると音と光の演出ができそう。 

 

●中に光を入れると宝飾品をより美しくディスプレイできるのでは。 

 

●切り口や高さの微妙な違いに宙吹きの良さが感じられる。 

 

●1ツイストのシンプルなデザインの中に素朴な味わいがある。 

 

●机上にあると揺らして遊んでしまいそうな親しみやすいデザイン。 

 

●アイデア次第で使い方の可能性が広がりそう。複数使ってダイナミックな世界を表現してみては。 

 

●ブレスレットや指輪などアクセサリーとしても展開できるのでは。 
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生活に身近なガラスの存在を考えた時、ガラスと光はとても密接な関係
だと思いました。
電球の光、窓からそそぐ光…。
それは、ほっとした時間と空間を私たちに感じさせる存在のようです。
今回の作品は球体の水槽底部にLED照明を内蔵。水槽全体が光に包まれ、
魚たちを艶やかに演出します。部屋を暗くすると、魚たちのわずかな動
きでゆれる水面が天井に映ります。ひとときの心の安らぎになればと思
います。

富山県生まれ。愛知産業大学産業デザイン学科卒
業。東京などのメーカーで家庭用品のプロダクト
デザインに携わる。現在はふるさと富山県の㈱ナ
ガエに勤務。主にインターホンパネルのデザイン
を担当。

●光の屈折が美しい幻想的な作品。ガラスという素材の持ち味をうまく引き出し、活かしている。

今岡 正和
Masakazu IMAOKA

たま

メダカが高層ビル群の間や、水墨画のような山々の間、小さなお家と木々
の上を泳ぐという、ユーモラスな風景を平たい鉢の中に作り出そうと思
いました。先に鉢を作り、その中に各パーツを付けていくのですが、位
置やタイミングが難しく制作者の緊張が作品から透けて見えます。

1972年生まれ。プロダクトデザイナー。デザイン・
設計事務所等を経て99年So-design設立。医療機
器、ベビー用品、照明、アクセサリーなど様々な
アイテムのデザインを手がける。2004年記憶を
テーマとした作品「common memory」、07年「a 
part of you」を発表。同年よりガラスのアクセサ
リーシリーズ「dawn sketch」を製作。

●作品にストーリー性があり、目の前に風景が浮かぶ。両作品ともアイデア次第で様々な使い方ができ自由度が高い。

高橋 聡
Satoru TAKAHASHI

short story 01,02,03（メダカ鉢）

吹きガラス作品の時間をとめたような造形美を強く意識した作品です。
この作品の形状は制作者のセンスとテクニックに大きく左右されます。
力強いカーブはデザイン≦制作者の技による表現と言えます。スケッチ
して図面をおこし制作するのではなく、工房の雰囲気、制作方法などか
らそのままイメージして生まれました。

トンネルの先（メダカ鉢・花器）

たき ひろみ・1976年静岡県生まれ。97年嵯峨美術
短期大学美術学科陶芸コース卒業。2004年"switch 
design"をスタート。06年多摩美術大学造形表現学
部デザイン学科卒業。06年とやまデザイン賞受賞。

おおはた とものり・1977年静岡県生まれ。2001
年武蔵工業大学工学部機械工学科卒業。2004年
"switch design"をスタート。05年多摩美術大学造
形表現学部デザイン学科卒業。

●宙吹きと形吹きをミックスさせるアイデアが斬新。フードカバーはどれも同形なのに中身で個々の表情が異なり面白い。

switch design
（瀧 ひろみ・大畑 友則）

1997年アンドレア・ブランヅィ事務所在籍。
2002年パオラ・ナボーネ事務所在籍。06年ミラノ
でスタジオタケミ設立。ミラノの美術大学NABA
にて講師。08年東京に移転。日本工学院専門学校
インテリア・プロダクトデザイン科講師。

●中心がずれている作品は制作難易度が高いが、軸の真っ直ぐな作品にはないユニークな表情の作品に仕上がった。

加賀 武見
Takemi KAGA

金から生まれたピンク色のシンプルで小さなスプーン。さじ部分を2つ
つなげて、どちらを持っても使えるようにしました。

Pink Gold Spoon(ピンクのスプーン)

吹きガラスでしか出せない形を作りたいと思い、型吹きの型に隙間をあ
け、型に閉じ込められるガラスと隙間からはみ出てくるガラスが混在す
るものを考えました。型の軸をずらしたり隙間の大きさを変えたりする
と、どれも面白い形に出来上がりました。

おにぎり、ケーキ、シュークリーム形の、それぞれの専用フードカバー。
パズルのように思わずかぶせてみたくなるフードカバーです。大好きな
食べ物を大事に覆えるものを目指しました。

おにぎり・ケーキ・シュークリームカバー

型吹きと宙吹きが混在するコップ

ガラス製品で私がHappyを感じるのがワイングラスでした。そこでワイ
ンの色、香り、味を際立たせるために、中のワインがまるで空中に浮か
んでいるような浮遊感のあるデザインにチャレンジ。また冷たい飲み物
が好きなのでアイスコーヒーのカップも作りました。ガラスの涼しげな
印象が冷たい飲み物によく似合い、カップの中の飲み物が見えると美味
しさが伝わります。

Float Glass(ワイングラス)　Float Cup(アイス用コーヒーカップ)

真鍮の鋳肌仕上げとヘアライン仕上げの栓抜きです。真鍮は酸化による
色調の経年変化や使い込んで出る艶が楽しめる、一緒に年を重ねていけ
る素材です。使う機会は少なくても使いたいときすぐに見つかるよう、
部屋の見えるところに置いておきたくなる栓抜きを目指しました。

「三日月」「日食」はビール瓶の首にかけることができます。片手に栓抜き
を引っかけたビール瓶、もう一方の手にグラスを持って好きな場所で飲
んでください。「枠」は外側がヘアライン仕上げ、内側が鋳肌仕上げで、
コントラストが特徴のシンプルな栓抜きです。

1974年広島生まれ。97年広島工業大学環境学
部環境デザイン学科卒業。建築設計事務所、グラ
フィック事務所を経て、99年「msg.」（エムエス
ジー）を設立。2003年JIDAダイソン主催ダイソ
ンデザインアワード優秀賞受賞。コクヨ主催コ
クヨデザインアワード03年優秀賞受賞。04年優
秀賞受賞。04年拠点を東京に移し、07年「Oji & 
Design」に社名変更。日用品のデザインを中心に
活動。

●手元に置いておくだけで絵になる作品。研磨した肌とそのままの鋳肌、両方に味わい深い良さがある。

大治 将典
Masanori OJI

真鍮の栓抜き三種　三日月　日食　枠

女性から男性に鍵を渡す。女性から見ればただのカフスのプレゼント。
でも男性の頭にはいろんなことがよぎる。そんな場面は浅はかでも、絶
妙なコミュニケーションが生まれる。

中村友治、藤井邦人、元山大輔、小林和生による
デザインユニット。自動車、家電、産業機器を中
心に形あるもののデザインは何でもこなす4人組。
超越した発想でときめきを大切にした世界観の商
品開発を目指します。

●カフスのスムーズな取り外しに、錫の曲がる特製を活かした点がユニーク。どの作品にもどことなく色気が漂っている。

BLUES DESIGN

色気を感じるプロダクト  鍵のカフス

1974年埼玉県生まれ。プロダクトデザイナー。
使いやすさとユーモアを程よく織り交ぜながら、
モノとコトの関係をシンプルに導き出していくこ
とを念頭にデザイン。2003年、2006年富山プ
ロダクトデザインコンペティション入賞。07年
100％ design tokyo出展。08年ミラノサローネ
サテリテ出展。

●錫だからといって無理に曲げなくてもいいことや、錫の表面の美しさに気付かされた。

渋谷 哲男
Tetsuo SHIBUYA

2005年新見デザイン事務所を設立しNIIMIとして活
動開始。07年MUJI AWARD 02金賞受賞。06年、
08年ミラノサローネサテリテ出展。無理のないもの
づくりを目指して活動中。

にいみ たくや・1995年武蔵野美術大学卒業。2002
年渡伊。デザイン事務所 studio Ex. D di mizu 水と
も子氏に師事。現在、武蔵野美術大学非常勤講師。

にいみ ゆき・1995年武蔵野美術大学卒業。2001年
渡伊。フィレンツェとミラノにて家具修復を学ぶ。

●一見軽そうだが持つと確かな重量感がある。飲むうちに底から月が出る仕掛けには一度使ってみたくなる魅力がある。

NIIMI
（新見 拓也・新見 祐紀）

三日月が見える錫の器。錫の持つ独特な雰囲気を、夜空に浮かぶ月の表
情に重ねてデザインしました。器の中には三日月形の段があり、お酒を通
してゆれる三日月�や、コーヒーを飲むうち現れる三日月を楽しむことがで
きます。サイズはショットグラス、コーヒーカップとボウルの3タイプ。

moon

ハチミツ色の真鍮でハチの巣形状のハニースプーンを作ってみました。
ハチの巣からこぼれる新鮮なハチミツを、そのまま塗る感覚で使えばきっ
と美味しさも倍増するでしょう。

錫の軟らかい特性を活かしたプロダクト。使う最初の作業は完成品を壊
すことです。オレンジの皮をむくように裂け目を広げ、器として使います。
この器でハーブやカイワレなどを育て、食卓に置き、食事の時に収穫し
料理に彩りが添えられるといいと思います。植物が硬い壁を突き破って
出てきたように見えるのも面白いと思います。

Hole

Honey spoon 

火の形をした真鍮の鍋敷き。鍋やヤカンをのせるとまるで火に掛かって
いるような格好に。コトコト、シューシューと、楽しい音が聞こえそう。
調理中、火の形の凹みに菜箸を置くことも出来ます。サイズは強火と弱
火の大小2タイプです。（アッシュコンセプトから発売予定）

fire

重みを感じる真鍮にはそれだけで男らしさが感じられる。スクエアでどっ
しりと。これこそ目指す男の姿。

色気を感じるプロダクト  テープカッターのような線香立て

花を性別に例えるなら勝手に女性と決め付けている。どうせなら思いき
り女らしく見せてやろう。

色気を感じるプロダクト  ヒールの形の一輪挿し
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